
絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律の一部を改正する法律

（平成二五年六月一二日法律第三七号） 抄 
 
附則  

 
（検討） 
第七条 政府は、この法律の施行後三年を経過した場合において、新法の施行

の状況等を勘案し、新法第四条第三項に規定する国内希少野生動植物種の選

定及び選定後における生息地等の保護、保護増殖事業等の取組が、科学的知

見を活用しつつ、一層積極的かつ計画的に促進されるようにするための制度

並びに同条第四項に規定する国際希少野生動植物種の個体等の登録に係る制

度の在り方を含め、新法の規定について検討を加え、必要があると認めると

きは、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。 
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